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Ⅰ 計画策定の趣旨と期間 

１ 計画策定の趣旨 

関西では、王朝文学や能、狂言、歌舞伎、人形浄瑠璃、文楽に代表される伝統芸能が創始

されるとともに、優れた美意識を背景に茶道や華道をはじめとする生活文化が育まれてき

た。世界遺産をはじめ、国宝や重要文化財など、有形、無形の文化遺産が多く集積する関西

は、日本文化の精華が集まる世界有数の「古典の宝庫」であり、今も人々の生活の中に文化

が息づいている。 

これらの歴史と伝統ある関西文化は、経済と密接に関係し、伝統的な匠の技をはじめ「も

のづくり」に活かされるとともに、美術工芸や現代アート、舞台芸術、生活文化に至るま

で、世界に誇るべき日本の新たな文化創造の源泉となっている。 
関西広域連合では、平成 24 年に国際観光・文化振興の戦略手的な取組の方向性を示す「関

西観光・文化振興計画」を策定。以降、社会情勢の変化に合わせて改定・見直しを進めてき

た。 

 この間、国際観光については、平成 25（2013）年に、日本政府観光局（JNTO）による統

計開始以来、訪日外国人旅行者数が初めて 1,000 万人を超え、令和元（2019）年には訪日

外国人旅行者が 3,180 万人に達し、世界で 12 位、アジアで 4位の外国人訪問者数となるな

ど、インバウンド市場は順調に拡大していたが、新型コロナウイルス感染症のまん延によ

り、インバウンドを含め日本の観光市場に大きなブレーキがかかった。しかし、令和４（2022）

年に水際対策が緩和されると、訪日外国人旅行者数は、令和５年（2013）年 12 月にはコロ

ナ前の水準を上回り、令和６（2024）年３月・４月は 2か月連続で 300 万人を超えるなど、

インバウンド市場は急速に回復した。 

文化振興については、令和 2（2020）年度までに文化庁により認定された日本遺産 104 件

のうち 31件を関西が占めるなど、関西各地で文化を基盤とした取組が広がるとともに、令

和５年（2023）３月の文化庁関西移転、文化芸術推進基本計画（第２期）－価値創造と社

会・経済の活性化－の策定とともに、同年７月には官民一体となった文化芸術の取組につ

いて、文化庁、関西広域連合、関西経済連合会、京都府・京都市・京都商工会議所をはじめ

とした文化連携プラットフォームによる共同宣言「文化の力で関西・日本を元気に」を行

うなど、日本の文化の中心としての地位を着実に高めている。 

 令和７（2025）年４月からスタートする新たな計画は、コロナ後の観光を取り巻く潮流

の変化や関西文化の海外展開等を見据え、関西が一丸となって取り組む文化振興・国際観

光振興の戦略の方向性を示すものとして策定する。 

 

２ 計画の期間 

 計画期間は、令和７（2025）年 4月から令和 12（2030）年 3月までの 5年間とする。 

ただし、社会・経済情勢の変化に起因する新たな課題等が生じた場合は、計画の見直し

を行うこととする。 
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Ⅱ 関西の観光・文化を取り巻く現状と課題 

１ 現状 

（１）国際観光の状況 

訪日外国人旅行者数は、令和 2(2020)年以降、新型コロナウイルス感染症の世界的な流

行に伴い、各国・地域において国境をまたぐ往来が停止された影響等により、同年 2 月

以降大きく減少したが、令和４（2022）年 10 月に水際対策緩和以降、令和５（2023）年

の 12 月にはコロナ前の令和３年同月を上回る 273 万人が訪日し、その後も令和６年３月

～６月と４か月連続で300万人を超えるなど、インバウンド市場は急速に回復している。 

訪日外国人旅行者の関西での延べ宿泊数は、令和元(2019)年が約 3,325 万人に対し、

令和５年は約 3,288 万人であり、訪日外国人旅行者数の回復率よりも高い水準で関西へ

の宿泊は回復している。 

また、訪日外国人旅行者の関西への訪問率は、関東 55.4%に次いで高い 43.2%となって

おり、平成 25（2013）年の 33.3%から順調に増加している。 

 

 

【参考データ】 

① 訪日外国人旅行者の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出典）日本政府観光局「訪日外客統計」 
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② 全国及び関西における訪日外国人延べ宿泊者数の推移 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出典）観光庁「宿泊旅行統計調査」 

 ※関西：滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県、鳥取県、徳島県 
 ※増加率は、2013 年を基準年とした場合の各年における延べ宿泊者数の指数 

 

③ 訪日外国人旅行消費額の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 運輸局別の訪日外国人訪問率の推移 

  
出典）観光庁「訪日外国人消費動向調査」 

※近畿：滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県 
※2020 年～2022 年は、新型コロナウイルスにより調査中止となった期間があるため、データ無し 
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● 構成府県別の訪問率 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典）日本政府観光局「訪日外客統計」 

 

● 訪日外国人の一人当たり宿泊数の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典）観光庁、日本政府観光局 

 

（２）文化資源の集積と多様化 

 関西には、有形・無形の文化財や古墳などの記念物、多彩な食文化などに代表される豊

かな文化資源が集積し、ユネスコの登録世界遺産として、奈良・京都の社寺や姫路城など

の歴史的建造物、紀伊山地の霊場と参詣道、百舌鳥・古市古墳群の 6 件が登録されてお

り、日本で登録された世界文化遺産の約 1/4 を占める。「日本遺産」についても関西には

全国の 3割に相当する 32 件が登録されている。また近年は、このような豊かな伝統文化

が根付いた土壌から、マンガ、アニメ等の新しいコンテンツ文化が育まれ、アニメの聖地

とされる地域・エリアが数多く生まれ、関連事業所等の立地等も進んでいる。 

 さらには、文楽などの舞台芸術、各地域における行催事や伝統技術・工芸など、多様な

魅力が継承されているほか、芸術系の大学や専門学校等が立地し、数多くの人材が輩出
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【参考データ】 

④ 文化財件数等 

◆ 文化財件数（国・都道府県・市町村指定合計） 

 有形文化財 無形文化財 民俗文化財 

建造物 美術 

工芸品 
芸能 

工芸 

技術 
その他 有形 無形 

件数 棟数 

全国 15,098 22,984 72,927 467 372 72 6,114 8,410 

関西計 3,249 5,602 12,959 31 53 6 587 814 

全国比 21.5% 24.4% 17.8% 6.6% 14.2% 8.3% 9.6% 9.7% 

  

記念物 
文化的 

景観 

伝統的 

建造物群 

保存地区 

保存 

技術 
合計 

史跡 名勝 
天然 

記念物 

全国 17,975 1,567 14,803 103 234 137 138,279 

関西計 1,883 368 1,474 37 49 65 21,575 

全国比 10.5% 23.5% 10.0% 35.9% 20.9% 47.4% 15.6% 

出典）文化庁 web サイト（国指定については令和 6(2024)年 7 月 1 日現在、都道府県及び市町村指定について

は令和 5(2023)年 5 月 1日現在） 

 

⑤ 世界遺産・日本遺産 

○ 世界遺産 

◆ 関西の世界遺産 

資産名 所在地 記載年 区分 

法隆寺地域の仏教建造物 奈良県 平成 5年 文化 

姫路城 兵庫県 平成 5年 文化 

古都京都の文化財（京都市、宇治市、大津市） 京都府・滋賀県 平成 6年 文化 

古都奈良の文化財 奈良県 平成 10 年 文化 

紀伊山地の霊場と参詣道 三重県・奈良県・和歌山県 平成 16 年 文化 

百舌鳥・古市古墳群‐古代日本の墳墓群‐ 大阪府 令和元年 文化 

出典）文化庁 web サイト（令和 6(2024)年 7 月 1日現在） 
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○ 日本遺産 

◆ 関西の日本遺産 

名称 所在地 

琵琶湖とその水辺景観～祈りと暮らしの水遺産～ 滋賀県 

日本茶 800 年の歴史散歩 京都府 

丹波篠山デカンショ節－民謡に乗せて歌い継ぐふるさとの記憶－ 兵庫県 

日本国創成のとき～飛鳥を翔（かけ）た女性たち～ 奈良県 

六根清浄と六感治癒の地～日本一危ない国宝鑑賞と世界屈指のラドン泉～ 鳥取県 

「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～ 
徳島県・ 

香川県・愛媛県・高知県 

『古事記』の冒頭を飾る「国生みの島・淡路」～古代国家を支えた海人の営み～ 兵庫県 

森に育まれ，森を育んだ人々の暮らしとこころ～美林連なる造林発祥の地“吉野”～ 奈良県 

鯨とともに生きる 和歌山県 

地蔵信仰が育んだ日本最大の大山牛馬市 鳥取県 

鎮守府 横須賀・呉・佐世保・舞鶴～日本近代化の躍動を体感できるまち～ 
京都府・ 

神奈川県・広島県・長崎県 

荒波を越えた男たちの夢が紡いだ異空間～北前船寄港地・船主集落～ 

京都府・大阪府・ 

兵庫県・鳥取県・ 

北海道・青森県・秋田県・

山形県・新潟県・富山県・

石川県・福井県・島根県・

岡山県・広島県・香川県 

忍びの里 伊賀・甲賀─リアル忍者を求めて─ 三重県・滋賀県 

300 年を紡ぐ絹が織り成す丹後ちりめん回廊 京都府 

1400 年に渡る悠久の歴史を伝える「最古の国道」～竹内街道・横大路（大道）～ 大阪府・奈良県 

播但貫く、銀の馬車道 鉱石の道～資源大国日本の記憶をたどる 73km の轍～ 兵庫県 

絶景の宝庫 和歌の浦 和歌山県 

「最初の一滴」醤油醸造の発祥の地 紀州湯浅 和歌山県 

きっと恋する六古窯─日本生まれ日本育ちのやきもの産地─ 
滋賀県・兵庫県・ 

福井県・愛知県・岡山県 

「百世の安堵」～津波と復興の記憶が生きる広川の防災遺産～ 和歌山県 

1300 年つづく日本の終活の旅～西国三十三所観音巡礼～ 

滋賀県・京都府・大

阪府・兵庫県・奈良

県・和歌山県・岐阜県 

旅引付と二枚の絵図が伝えるまち―中世日根荘の風景― 大阪府 

中世に出逢えるまち～千年にわたり護られてきた中世文化遺産の宝庫～ 大阪府 

「日本第一」の塩を産したまち 播州赤穂 兵庫県 

日本海の風が生んだ絶景と秘境－幸せを呼ぶ霊獣・麒麟が舞う大地「因幡・但馬」 兵庫県・鳥取県 

藍のふるさと 阿波～日本中を染め上げた至高の青を訪ねて～ 徳島県 

海を越えた鉄道 ～世界へつながる 鉄路のキセキ～ 福井県・滋賀県 

京都と大津を繋ぐ希望の水路 琵琶湖疏水～舟に乗り、歩いて触れる明治のひととき～ 滋賀県・京都府 

女性とともに今に息づく女人高野～時を超え、時に合わせて見守り続ける癒しの聖地～ 
大阪府・奈良県・ 

和歌山県 

「伊丹諸白」と「灘の生一本」下り酒が生んだ銘醸地、伊丹と灘五郷 兵庫県 

もう、すべらせない！！～龍田古道の心臓部「亀の瀬」を越えてゆけ～ 大阪府・奈良県 

「葛城修験」－里人とともに守り伝える修験道はじまりの地－ 
大阪府・奈良県・ 

和歌山県 

出典）日本遺産ポータルサイト 
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⑥ アニメ文化 

◆ 関西の主なアニメ聖地 

自治体名 アニメ作品 自治体名 アニメ作品 

滋賀県犬上郡豊郷町 けいおん！※ 兵庫県西宮市 空の境界※ 

滋賀県大津市 ちはやふる※ 兵庫県西宮市 長門有希ちゃんの消失 

京都府京都市 少年陰陽師 兵庫県西宮市 『涼宮ハルヒの憂鬱』シリーズ 

京都府京都市 夜は短し歩けよ乙女 兵庫県宝塚市 宝塚市立手塚治虫記念館 

京都府京都市 薄桜鬼 真改 奈良県十津川村 RDG レッドデータガール 

京都府京都市 京都国際マンガミュージアム 和歌山県和歌山市 貧乏神が！※ 

京都府京都市 有頂天家族２ 和歌山県美浜町 AIR※ 

京都府京都市 いなり、こんこん、恋いろは。 鳥取県北栄町 青山剛昌ふるさと館 

京都府舞鶴市 艦隊これくしょん－艦これ－ 鳥取県倉吉市 ひなビタ♪ 

京都府京田辺市 一休さん 鳥取県倉吉市・三朝町 宇崎ちゃんは遊びたい！ 

大阪府大阪市 ハンドシェイカー 鳥取県境港市 水木しげるロード 

大阪府堺市 ラブ★コン※ 鳥取県境港市 ゲゲゲの鬼太郎 

兵庫県神戸市 Fate シリーズ※ 徳島県徳島市 おへんろ。 

兵庫県尼崎市 忍たま乱太郎※ 徳島県徳島市 マチ★アソビ 
出典）一般社団法人アニメツーリズム協会 訪れてみたいアニメ聖地 88（2018～2022 年） 

関西広域連合調べ（※） 
 

⑦ 芸術家・芸能就業者 

○ 芸術家人口 

◆ 職業（小分類）別 15 歳以上就業者数（抽出調査） 

 計 著述家 

彫刻家， 

画家， 

工芸美術家 

デザイナー 
写真家， 

映像撮影者 
音楽家 

舞踊家，俳優， 

演出家，演芸家 

全国 435,960 30,130 47,320 201,100 69,170 26,080 62,160 

首都圏 246,870 19,410 25,860 109,360 32,210 17,230 42,800 

(全国比) 56.6% 64.4% 54.6% 54.8% 46.6% 66.1% 68.9% 

関西 92,990 5,910 9,960 48,550 13,600 5,500 9,470 

(全国比) 21.3% 19.6% 21.0% 24.1% 19.7% 21.1% 15.2% 

出典）令和２年国勢調査 職業（小分類）別 15 歳以上就業者数（抽出調査） 
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（３）文化庁の関西移転や官民一体での共同宣言を契機とした新たな文化行政の展開 

平成 29（2017）年に文化芸術基本法が施行され、「文化芸術の振興にとどまらず、観

光・まちづくり・国際交流・福祉・教育・産業・その他の各関連分野における施策を法律

の範囲に取り込むこと」や「文化芸術により生み出される様々な価値を文化芸術の継承・

発展及び創造に活用すること」が定められた。 

また、令和 2（2020）年には文化観光推進法が施行され、文化・観光の振興と地域の活 

性化をより進めるため、「観光客が文化についての理解をより深めることを目的とする文

化観光の推進」や「文化について理解を深める解説・紹介」、「博物館等と観光関連事業者 

との連携」等が定められた。 

令和５年（2023）３月に文化庁が関西に移転し、同年７月には文化庁・関西広域連合・

関西経済連合会・文化庁連携プラットフォームにおいて、共同宣言「文化の力で関西・日

本を元気に」が出された。オール関西で文化芸術の国際発信とグローバル展開にビジネ

スの観点を取り入れて戦略的に取り組む CBX を推進していく必要がある。 

 

（４）交通網の充実 

   2024 年 3月の北陸新幹線の敦賀駅延伸や、神戸空港の国際化を含む関西・伊丹・神戸

3 空港の一体運用による国内外の航空需要への対応、山陰近畿道の順次開通など関西の

広域周遊を支える交通網は着実に発展している。 

   また、銀河、瑞風、はなあかり、あめつちなどの府県をまたぐ観光列車や淀川舟運の

就航など、移動自体を目的化する交通手段の充実も図られている。 

 

（５）「大阪・関西万博」の開催 

令和７（2025）年、「いのち輝く未来社会のデザイン」をテーマにした「EXPO2025 大阪・

関西万博」がいよいよ開幕となる。これまで、関西広域連合では関係機関と協力しながら、

万博を訪れる世界中の人々に関西一円を周遊観光し、関西の豊かな文化に触れていただくた

めの取組みを進めてきた。その取組みが実を結ぶ時であるとともに、これまで以上に受入体

制の強化を推進していく必要がある。 
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関西広域連合によるこれまでの主な取組 

 
（１）官民が一体となった広域連携 DMO の取組の推進 

・ 2017 年 4 月に、関西経済連合会と共に設立した広域連携 DMO「関西観光本部」を中心に、広域

周遊ルート「THE EXCITING KANSAI」の造成、マーケティングや海外向けの関西観光プロモーショ

ン、訪日外国人観光客の受入基盤整備支援、観光人材の育成など官民が一体となった取組を進め

た。 

（２）戦略的なプロモーションの展開 

・ 国や、関西エアポート株式会社など経済界とともに、フランス、イギリス、タイ、韓国など海外

へのトッププロモーションを行い、関西の認知度向上に取り組んできた。また、関西観光本部と

も連携し、東アジア・東南アジア・欧米豪等における旅行博、商談会への参加、旅行会社やメディ

アを対象としたファムトリップなど効果的かつ戦略的なプロモーションを展開してきた。 

（３）外国人観光客等の受入を拡大するための観光基盤の整備 

・ 関西の観光資源等に関し、質の高いガイドサービスが提供できるよう、関西の通訳案内士等を

対象に講習会と現地研修会を開催した。また、「KANSAI ONE PASS」のエリアの拡大など受入環境

の整備に努めた。 

・ 外国人観光客の周遊を促進するため、「山陰海岸ジオパーク」、「南紀熊野ジオパーク」など関西

の優れた地質景観スポットを活用した外国人向けフリーペーパーへの掲載や、関西の観光情報サ

イト「The KANSAI Guide」による情報発信を行った。 

（５）関西文化の振興と国内外への魅力発信及び連携交流による関西文化の向上 

・ 関西の祭りや文化イベントの情報を web 上で検索できるようデータベース化するとともに、web

上でアーティスト・イン・レジデンスをテーマとした国際シンポジウムを開催するなど、関西の

先進的な取組を国内外に発信した。 

・ 住民が関西の文化にふれる機会づくりとして、関西 2 府 8 県の美術館や博物館などの文化施設

の協力を得て入館料を無料とする「関西文化の日」事業や当該事業の期間を拡大する「関西文化

の日プラス」事業を、関西元気文化圏推進協議会及び関西観光本部との連携により実施してきた。 

・ 関西の文化力の向上や機運醸成を図るために、2017 年 4 月に先行移転した文化庁の地域文化創

生本部や歴史街道推進協議会などとも連携し、歴史文化遺産フォーラムの開催や、パネル・リー

フレット等による関西の世界文化遺産や日本遺産の情報発信を行った。 

（６）関西文化の次世代継承 

・ 次代を担う文化人材の育成を図るため、関西の子どもたちが伝統文化や生活文化を学び親しめ

る親子体験教室を開催した。 

（７）情報発信・連携交流支援・人づくりを支えるプラットフォームの活用 

・ 様々な分野の専門家等と意見交換するためのプラットフォーム「はなやか関西・文化戦略会議」

を立ち上げ、関西文化の振興策に関する検討を行った。 

（８）産官学連携による関西文化の創造 

  ・ （公社）関西経済連合会や（公財）関西・大阪２１世紀協会当と連携して「文化創造・交流プラ 

ットフォーム」を構築し、芸術家と関西企業の共創による新たな文化創造の取組を実施した。 
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２ 課題 

（１）文化の次世代への保存・継承も踏まえた関西における文化観光の推進 

少子高齢化による人口減少により地域の文化資源の保存・次世代継承が困難になって

きており、官民連携のもと、文化資源の磨き上げ・掘り起こしを行い、文化財の保存と活

用、伝統文化の振興、文化観光などによる新たな価値を創造を図ることで文化の活用か

ら保存への持続可能な好循環を生み出していく必要がある。 
 

（２）関西の文化芸術の国際展開と国際発信拠点形成の推進 

令和５年(2023)３月に文化庁が関西に移転し、同年７月に文化庁・関西広域連合・関西

経済連合会・文化庁連携プラットフォームにおいて共同宣言「文化の力で関西・日本を元

気に」が行われ、文化芸術の国際発信とグローバル展開にビジネスの観点を取り入れて

戦略的に取り組む CBX を推進することになった。そのためには文化庁、関西広域連合、

関西の経済界が一体となり、行政、経済、教育、文化芸術等の関係団体や地域住民等と連

携したオール関西での取組を進める必要がある。 

 

（３）観光客の特定地域への集中と周遊観光の促進 

コロナ禍が明け、訪日外客数は急速に回復したものの、訪日外国人旅行者が選択する

旅行先は、大阪・京都の人気が依然として高く、他の地域との訪問率の差は縮まっていな

い。関西一円に広がる魅力的な観光資源を効果的に発信するとともに、訪問率の低い地

域への積極的な送客に取り組むなど、周遊観光を促進する必要がある。 

 

（４）旅行者の日本の習慣・文化に対する認識不足によるトラブル等の発生 

訪日外客数の急激な回復に伴い、人気のエリアに観光客が集中することによる混雑や、

マナー・ルール等の周知不足による地域と旅行者とのトラブルも発生しており、誰もが

安心して旅行できる受入環境の整備が必要である。 

 

（５）観光関連産業の人手不足 

   旅客運送・宿泊・飲食等、観光関連産業の多くの分野で人手不足の状態が続いている。

他業種と比較しても収益性・生産性・賃金が低い水準にあるなど構造的な問題を抱えて

おり、労働生産性の向上、商品の高付加価値化、外国人労働者の受入れ等、人材不足を

補う取組みが必要である。 
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Ⅲ 文化・観光を通じた関西の将来像 

 

 

 

 

●国内外のアーティストや起業家等が集まり、異分野融合で新たな文化やビジネスモデ

ルが創出される関西 

関西が、若手起業家やクリエイターにとって魅力的な地域であるとともに、国内外から

の起業や投資機会の喚起を図ることで、文化芸術を核としクリエイティブな都市として発

展することを目指す。 

 ●訪れる人と暮らす人が共に喜びを分かち合える持続可能な観光が実現する関西 

  観光資源たる地域の産業や文化を支える地域コミュニティの活動を支援し、関西各地の

多様な魅力を感じられる高付加価値な周遊観光メニューの提供を推進するとともに、旅行

者に対して適時適切な情報発信を行い、旅行者と受入側双方が win-win な関係となる観光

を目指す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇〇〇〇（検討中） 
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Ⅳ 将来像実現のための戦略 

将来像の実現を目指し、関西広域連合及び構成府県市、関係団体のこれまでの取組や観

光・文化を取り巻く現状、課題を踏まえ、以下の戦略に取り組む。 
 

戦略１ 関西の文化資源を活用した関西の魅力づくり 

（１）多様な文化資源の振興 

 ①舞台芸術を通じた賑わい創出 

 ・ 関西にゆかりのある文化人の記念となる周年などを契機とした取組による「国立文 

楽劇場」等の上方文化の活性化を図る。 

 ②建築文化の振興 

・ 古代から残る寺社等の木造建築や伝統的建造物群等の伝統的街並み、近現代建築と 

風景など関西各地の歴史的、文化的背景のある施設等を活用することによりその魅力 

や世界観を継承・発展させる取組を推進する。 

 ③メディア芸術やデジタル技術を活用した文化芸術の推進 

・ 映画・マンガ・アニメーション・ゲーム等のメディア芸術やデジタル技術を活用した 

文化芸術活動を推進。映画・マンガ・アニメーション・ゲーム等のメディア芸術やデジ

タル技術を活用した文化芸術活動を推進する。 

 ④生活文化の振興 

・ 関西の食文化の歴史やレストラン、レシピ等の情報を掲載した関西郷土料理サイト

を制作する等、食文化をはじめとする生活文化（茶道・華道・書道等）の振興を図る。 

 

（２）文化資源の観光への活用 

 ①文化資源の高付加価値化や魅力向上の推進 

 ・ 庭園や建築物、古墳等の歴史遺産、文化財にストーリーを設定した付加価値の高い

コンテンツ作成による魅力向上及び国内外への発信を推進する。 

 ・ 専門家による解説を交えた文化財修復現場や劇場の舞台裏見学、文化芸術と食事・ 

宿泊等の組み合わせによる特別な鑑賞機会の提供等による文化資源の高付加価値化 

の推進する。 

 ②文化施設の振興  

・ 関西の文化施設や地域の祭り、文化財の VRコンテンツ等のライブラリー化、と国内 

外への発信を推進する。 

・ 関西の博物館資料のデジタル・アーカイブ化と観光その他関連分野での活用を推進。 

 ③芸術文化観光の推進 

・ 舞台芸術（演劇、ダンス、音楽等）、無形文化遺産（芸能、祭礼、伝統・工芸技術等）、

文化的景観等を活用した芸術文化観光の推進による地域創生を図る。 

・ 文化庁や構成府県市と連携した｢古典の日｣の取組の推進と歴史や伝統ある関西の文

化を全国に発信する。 
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④生活文化と観光 

・ 茶道・華道・書道、伝統工芸、祭り等、関西各地の伝統的な生活文化を活かした特別 

な体験型観光を推進する。 

・ ユネスコ無形文化遺産にも登録された「和食」等の日本の食文化の国内外への発信

と関西各地の「食材」、「習慣」、「伝統」、「歴史」等により育まれた食文化に親しむ「ガ

ストロノミーツーリズム」を推進する。 

 

（３）文化芸術の担い手育成や様々な人々の参画促進 

 ①無形文化財等をはじめとする次世代への継承 

・ 子どもの伝統芸能や民族芸能等文化芸術等の鑑賞・体験機会の促進と日本文化、地

域文化に係る教育の充実を図る。 

・ 専門家による解説を交えた文化財修復現場や劇場の舞台裏見学、文化芸術と食事・ 

宿泊等の組み合わせによる特別な鑑賞機会の提供等による文化資源の高付加価値化 

の推進する。【再】 

・ 関西各地の伝統芸能や生活文化等に関するレクチャー動画の制作や関西で活躍する

能楽師、歌舞伎役者、茶道、華道等の家元等、文化芸術の専門家を講師とした親子体

験講座等を開催する。 

・ 博物館等の施設や文化財を積極的に活用して子ども・若者の文化芸術の鑑賞・体験

を推進する。 

・ 伝統芸能をはじめとする無形文化財の保存・活用や、地域の祭りや伝統行事の振興

と次世代への継承を図る。 

 

②文化芸術に関わる人材育成 

・ 地域の歴史・文化等を説明するボランティア人材の育成講座等の開催 

・ 文化芸術活動を行う者を対象とした支援情報サイトの充実を図る。 

③様々な人の文化芸術活動への参画支援 

・ 障害者や高齢者等が文化芸術活動へ参画する取組を推進する。 

 

（４）地域資源を活用した観光の推進 

   ・  伝統産業、漁業、農業、製造業、環境保全の取組など、各地域の特色ある資源を光

に活かす取組を推進する。 

    ・  特別感、上質感のあるサービスを求める観光客のニーズに対応するため、関西各地

の魅力を活かした付加価値の高い観光資源や体験コンテンツ等の創出、情報発信の強

化に取り組む。 

・ 構成府県市の観光分野以外での SDGs に関する取組事例を収集し、共有するなどによ

り、持続可能な観光地づくり・運営に関する取組を支援する。 

・ 観光産業における経営の効率化、生産性の向上を図り、宿泊業や飲食業をはじめと

した観光産業に携わる人々の待遇改善に向けた取組みを支援する。 

・ 将来の観光リピーター獲得の効果が期待できる訪日教育旅行について、地元の産業
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の体験を旅行のプログラムに組み込むなど、内容の充実を図るとともに、関西として

のプロモーション活動を実施する。 

 

（５）ユニバーサルツーリズムの推進 

・ 全ての人が安心して旅行できる受入環境を目指し、案内の多言語対応、バリアフリ

ー化、ICT の活用による旅行者支援等に向けた事業者等の取組を支援する。 

・ 宗教、食、LGBTQ 等多様な習慣、生活様式に対応できるよう、食事のアレルギーや成

分表示の多言語対応、礼拝場所の情報提供、観光案内標識等の多言語対応、ピクトグラ

ムや地図の活用など、外国人観光客等にわかりやすい環境整備を進める。 

・ 観光地、宿泊施設、公共交通機関の各場面において、訪日外国人旅行者がストレスフ

リー・快適に旅行を満喫できる環境の整備を図るため、観光案内所の連携など多言語

での観光情報提供機能の強化、キャッシュレス決済の普及等に関する取組の促進を図

る。 

・ 観光地や公共の場でのマナーや、日本の慣習等をウェブサイトや SNS 等で発信し、

外国人を含む観光客と地域住民とのトラブル防止を図り、観光客と地域が良好な 

・ 交通情報、宿泊情報、災害情報等、観光に関する様々な情報へのアクセス利便性の向

上を目指し、関西観光本部と連携して構築する「関西広域観光情報ゲートウェイ」によ

る一体的な情報発信を推進する。 

 

戦略２ 関西の多様な魅力を活かした広域周遊観光の促進 

（１）テーマ別観光の推進 

・ 関西観光本部と連携して構築した 8つの広域周遊ルート「THE EXCITING KANSAI」を

基本的な周遊ルートに据え、ルート上に存在する多種多様な資源を共通のテーマやス

トーリーで結び、各地を巡る「テーマ別観光」を推進する。 

・ 地質遺産としても価値が高く、美しい景観の「山陰海岸ジオパーク」、「南紀熊野ジオ

パーク」を巡る旅行商品の造成と、ジオパークのプロモーションを進める。 

・ 国立公園や国定公園をはじめとする関西各地の魅力ある自然を活用し、トレッキン

グ・サイクリング・スキー・サーフィンなどのアクティビティを通して、自然の豊かさ

を体感できるアドベンチャーツーリズムによる周遊観光を推進する。 

  ・ 農林水産業をはじめとした地域に根差した産業を活用し、個人旅行者のみならず国

際会議参加者や MICE 参加者も対象に、日本のものづくりに触れる産業観光を推進し、

広域産業振興局とも連携しながら、観光と地域産業活性化の両立に取り組む。 

  ・ 2027 年のワールドマスターズゲームズ開催を契機に、各種スポーツの国際大会の関

西での開催や国内プロスポーツ試合等の「見る」スポーツや、サイクリングなどの「す

る」スポーツをテーマとして捉え、広域観光周遊ルートと組み合わせた観光ルートの

提案などの情報発信等により、スポーツ・ツーリズムの推進に取り組む。 

・ 豊かな自然や温泉など、心身を癒すスポットに恵まれた関西は、ヘルスツーリズム

やウェルネスツーリズムの目的地としても最適であることを PR し、クアオルトなど地

域の健康文化を体感できるリトリート型観光を推進する。 
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・ インセンティブ旅行や海外の大学・企業等による関西の企業見学、工場見学等の実

施などビジネス観光を切り口とした広域観光を推進する。 

・ 道の駅などを活用し、自動車等での周遊観光と移動手段自体を楽しむ旅の情報発信

を推進する。 

・ 関西に立地する、国等の公的施設、大学、民間企業等のミュージアムなどの文化施設 

等と連携の強化を図り、｢関西文化の日｣の充実、多言語による情報発信を行うほか、ミ 

ュージアムを巡る関西文化パスポートの発行やスマートフォンでも利用できるデジタ 

ル化の取組も進める。 

・ 関西の有形・無形の文化資源を活用したナイトタイム・エコノミーの実現に向けた 

取組を推進するとともに、関西各地の魅力的な朝や夜の体験コンテンツ、四季折々の 

見どころなどを発信し、滞在期間の延長や訪問時期の分散化を図る。 

・ 「大阪・関西万博」の期間中に、MICE や祭り、文化財の特別公開、アーティスト・

イン・レジデンスなど多様なイベント等の関西各地での実施を促進する。 

 

（２）広域周遊情報の発信と共有 

・ 各観光地の情報や、テーマ・ストーリー別の観光ルート情報などを、関西観光本部 

の観光情報サイト「The KANSAI Guide」を通して発信する。 

・ SNS 等ネットメディアでの発信力があるインフルエンサー向け FAM トリップ等を通

じて、旅行者目線の現地情報発信に努める。 

・ アプリや SNS などを活用し、観光地や交通機関の混雑状況などの情報をリアルタイ

ムで発信する取組みを推進する。 

・ 構成府県市や関係団体が持つデータやノウハウを連合内で共有し、域内での訪日外

国人受入体制の充実を図る。 

 

（３）交通インフラ等の充実と新たな周遊ルートの造成 

・ 関西広域連合本部事務局や広域インフラ検討会とも連携し、訪日外国人の域内周遊・

移動を円滑なものとするため、ライドシェアの全国的統一的な導入など、交通インフラ

整備推進に係る要望を引き続き行っていく。 

・ 都市部以外の地域への周遊を促進するため、２次交通課題解決に向けた先進事例を

共有するセミナー等の機会を設ける。 

・ 交通事業者による空港・駅・バスターミナルなど交通アクセスの利便性の向上や広

域的な MaaS の推進に関する取組に協力する。 

・ 自動車やモーターサイクル等多様な交通手段によって、旅の移動手段も楽しむ周遊

観光を促進する。 

・ 関西国際空港での情報発信の強化や、関西周辺の各地域とも連携した関西発着の新

たな広域観光ルートについて検討する。 

・ 関西の空の玄関口である関西国際空港及び地方空港へ就航する国際便や、関西各地

に寄港するクルーズ船、関西各地を巡る観光列車、高速道路など、新たな交通手段を活

用した広域観光ルートの造成に取り組む。 
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（４）観光促進のためのデジタル技術の活用 

・ 構成府県市や関係団体が保有する訪日外国人観光客に関する移動経路や消費動向な

どのデータの共有を図り、データの蓄積・分析による効果的なマーケティングを推進

する。 

  ・ VR （仮想現実）体験や既存の観光コンテンツと AR（拡張現実）の融合による新感覚

のプロモーションに取り組む。 

  ・ 映画・マンガ・アニメーション・ゲーム等のメディア芸術やデジタル技術を活用し

た文化芸術活動を推進。【再】 

 

（５）万博を契機とした国際交流の深化 

  ・ タイやフランス等、観光にかかる覚書などを締結した国や地域との観光分野での交

流を推進し、各国に共通する課題等についてグローバルな連携で解決を目指す。 

  ・ 万博へ招待した子どもたちの海外パビリオン訪問により、海外の文化や先進技術に

触れることで、国際感覚の涵養を図る。 

  ・ 万博を契機に国際交流への機運を高め、教育旅行を積極的に受入れ、関西各地での

若者同士の交流を促進する。また、教育旅行の受入れにあたっては、生徒・児童間の交

流だけでなく、地域との交流を促進し、日本の文化に触れる機会を増やし、将来の日

本のファンづくりにつなげる。 

 

（６）災害時等の安心安全の確保に向けた取組の推進 

・ 交通障害等発生時において、訪日外国人の情報アクセスへの障壁をなくすため、交

通機関での多言語での音声案内や、MaaS アプリ等での情報発信など、各事業者の取組

みを支援する。 

・ 災害等の緊急時に備えて、広域防災局とも連携し、関係施設の協力を得て、一時滞在

施設や備蓄品の確保、帰宅困難者支援などの環境整備や適切な情報提供に引き続き取

り組む。 

 

戦略３ 文化芸術コンテンツの磨き上げによる価値創造と経済成長の好循環及び国際発信

の推進 

（１）文化芸術の拠点形成 

  ・ 伝統文化から現代アートまで国内外の若手アーティストやクリエイター等が集まり

先端産業等との異分野交流により新たな文化創造と文化を活かした新たなビジネスモ

デルの創出を推進する拠点形成に取り組む。  

 ・ 文化庁をはじめとする国省庁や文化関係団体、経済界、大学等と連携した｢文化創造・

交流プラットフォーム｣により多様な交流を進め、「はなやか関西・文化戦略会議」と

も連携して関西から次世代の新しい日本文化を創造し発信する。 

 ・ 音楽とアートの融合的取組を推進する。 
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（２）文化芸術を活かした新たなビジネス創出 

 ①文化を活かした新ビジネスの推進 

・ 伝統文化から現代アートまで国内外の若手アーティストやクリエイター等が集まり 

先端産業等との異分野交流により新たな文化創造と文化を活かした新たなビジネスモ 

デルの創出を推進する拠点形成を推進する。【再】 

・ 映画・マンガ・アニメーション・ゲーム等のメディア芸術やデジタル技術を活用した 

文化芸術活動を推進する。【再】 

・ 舞台芸術（演劇、ダンス、音楽等）、無形文化遺産（芸能、祭礼、伝統・工芸技術等）、 

文化的景観等を活用した芸術文化観光の推進による地域創生を図る。【再】 

・ 関西の文化資源の磨き上げ・掘り起こしを行い、文化観光などによる新たな価値の 

創造、文化の活用から保存への持続可能な好循環モデルを創出する。 

②文化芸術の利活用 

・ 文化芸術活動の推進のための多様な財源確保方策の広報を行う。 

・ 関西の有形・無形の文化資源を活用したナイトタイム・エコノミーの実現に向けた

取組の推進を図る。【再】 

 
（３）文化芸術の海外発信 

・ 関西の文化芸術の国際発信とグローバル展開にビジネスの観点を取り入れた海外展 

開を推進する。 

・ 「日本博 2.0」の活用とレガシーの継承・発展による関西文化の国内外への発信を推 

進する。 

・ 関西の文化施設や地域の祭り、文化財の VRコンテンツ等のライブラリー化と国内 

外への発信を推進する。【再】 

・ 関西の博物館資料のデジタル・アーカイブ化と観光その他関連分野での活用を推進 

 する。【再】 

・ 関西に立地する、国等の公的施設、大学、民間企業等のミュージアムなどの文化施設 

等と連携の強化を図り、｢関西文化の日｣の充実、多言語による情報発信を行うほか、ミ 

ュージアムを巡る関西文化パスポートの発行やスマートフォンでも利用できるデジタ 

ル化の取組も進める。【再】 

・ 国連やユネスコ等の国際機関が開催する国際会議等の関西への誘致やアジア支局の 

関西への設置等に向けた取組を促進する。 

・ 大阪・関西万博を契機として関西の文化資源、文化芸術コンテンツの国際発信を 

推進し、万博後も継続的に文化資源を活用することで経済・地域活性化を推進する。

【再】    

 

戦略４ 観光・文化振興のための連携・推進体制及び受入環境の強化 

（１）文化芸術を推進するための連携強化 

・ 関西文化の振興策を検討・提案するプラットフォームである「はなやか関西・文化戦

略会議」の一層の強化を図る。 
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・ 文化庁をはじめとする国省庁や文化関係団体、経済界、大学等と連携した｢文化創造・

交流プラットフォーム｣を構築し、多様な交流を進め、関西から次世代の新しい日本文

化を創造し発信する。 

・ 関西広域連合と文化庁の事務担当者レベルの会議を定期開催するなど、関西広域の

文化振興における連携の強化を図る。 

 

（２）関西広域の国際観光を推進するための連携強化 

・ 広域防災局と連携し、災害など非常時における外国人観光客の安心・安全な旅行環

境の整備を図るほか、広域産業振興局、広域環境保全局等とも連携し、産業観光、エコ

ツーリズムなどの取組を推進するなど、関西広域連合の各分野との連携強化を図る。 

・ 世界における「関西」の競争力を高めるため、関西広域連合とともに広域観光を推進

する中心組織である関西観光本部の国際観光推進体制の強化を図るとともに、これに

必要な財源の確保、組織体制の強化等により、運営の安定化を図る。 

・ 関西広域の国際観光振興事業の実施において、構成府県市、関西観光本部、地域 DMO

等との連携強化を図る。 

・ 国際観光に関連する産官学連携を強化するほか、観光庁や日本政府観光局、（一財）

自治体国際化協会、構成府県市等の姉妹・友好提携自治体、日本の在外公館、駐日外国

公館などとの連携を図り、国際観光を推進する。 

 

（３）万博に向けて構築した情報発信や観光推進体制の継続的な活用 

・ 大阪・関西万博を契機として関西の文化資源、文化芸術コンテンツの国際発信を 

推進し、万博後も継続的に文化資源を活用することで経済・地域活性化を推進する。    

【再】 

・ 関西の文化施設や地域の祭り、文化財 VR コンテンツ等の情報をライブラリー化し、

国内外に発信する。【再】 

・ 歴史を新しい文化とともに結合、関西で芽吹いてる事業をキャッチアップ大きく発

信。特に大阪・関西万博を契機に継続的に支援 

・ 「日本博 2.0」の活用とレガシーの継承・発展による関西文化の国内外への発信を推 

進する。【再】 

・ 関西広域連合も参画する「EXPO2025 関西観光推進協議会」において造成された、関

西各地のコンテンツタリフや旅行商品を万博後も継続的に活用し、関西を訪れる人々

が継続的に関西を周遊できる環境を維持する。 

・ 「大阪・関西万博」開催中に関西を訪問した海外メディアとネットワークを構築し、

効果的な情報発信を行う。 

・ 万博向けを含めた関西の観光情報は「The KANSAI Guide」を活用し、一元管理、発信

を行う。 

・ 「EXPO2025 関西観光推進協議会」の成果をベンチマークし、構成府県市においてテ

ーマ別に周遊観光を推進する協議会を設置するなどして、万博後も関西観光本部を事

務局とした広域周遊観光推進体制を活用する。 
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（４）観光に従事する人材の育成 

・ 通訳案内士と旅行会社や宿泊施設などの観光事業者とのマッチングを強化するとと

もに、情報交換等のネットワークを形成し、通訳案内士の活躍の場を広げる。 

・ 通訳案内士等に対し、更なるスキルアップに向けた研修を実施するとともに、文化

など多様な観光資源に関する情報を提供する。 

・ 観光関連産業の人材の人材を補うため、外国人の受入環境の整備について、引き続

き国予算に対する提案を行う。 

  ・ DMO や学術機関と連携し、持続可能な観光地域づくり・観光地全体の経営を担う人材

の育成に取り組む。 

 

（５）持続可能な観光のための環境整備 

・ 観光客と地域住民が共に楽しめる環境を整えるため、住民生活への配慮、文化や習

慣の理解促進、自然環境への負荷防止等の啓発に向け、積極的な情報発信に努める。 

・ エコツーリズムやカーボンオフセットプログラムの導入、観光施設での再生可能エ

ネルギーの活用など、観光によって自然環境や文化遺産に負荷をかけないための先進

的な取組事例や成功事例について、セミナー等により周知するなど、事例の共有する

ことで、取組の推進を促す。 

 

Ⅴ 計画の目標 

計画中の戦略の実施により、「課題がどの程度改善されたか」「将来像にどの程度近付

けたか」を定量的に図る指標として以下の数値目標を設定する。 

 2019 年 2023 年（実績） 2030 年（目標） 

関西への 

訪日外国人訪問率 

(※1) 

41.4％ 
(※1) 

43.2％ 
 

50.0％ 

関西への 

訪日外国人旅行者

数 

(※2) 

約 1,320 万人 
 

(※3) 

約 1,083 万人 
 

           (※4) 

3,000 万人 
 

（※1）出典：観光庁「訪日外国人の消費動向」（近畿運輸局管内） 

（※2）2019 年訪日外国人旅行者数 3,188 万人と関西訪問率 41.4％から算出した推定値 

（※3）2023 年訪日外国人旅行者数 2,507 万人と関西訪問率 43.2％から算出した推定値 

（※4）国の観光ビジョン目標：2030 年 6,000 万人と関西訪問率の目標値 50.0％から算出 

 

 

 2019 年 2023 年（実績） 2030 年（目標） 

関西での 

外国人延べ宿泊者

数 

(※5) 

3,325 万人泊 
 

(※5) 

3,289 万人泊 
 

           (※6) 

7,315 万人泊 
 

関西での 

訪日外国人旅行消

費額 

(※7) 

約 1兆 9,928 億円 
 

(※8) 

約 2兆 2,924 億円 
 

           (※9) 

7 兆 5,000 億円 
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（※5）出典：観光庁「宿泊旅行統計調査」（近畿運輸局管内） 

（※6）2019 年外国人延べ宿泊者数 3,325 万人泊と関西への旅行者数の伸び率相当から算出 

（※7）2019 年訪日外国人消費額 1兆 4,167 億円と関西訪問率 33.3％から算出した推定値 

（※8）2023 年訪日外国人消費額 3兆 4,771 億円と関西訪問率 40.0％から算出した推定値 

（※9）国の観光ビジョン目標：2030 年 15 兆円と関西訪問率目標 50.0%から算出 
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（※）出典：   

 


